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第１回ジェトロ跡地活用に係る基本構想市民検討会 報告書 
 

 

 

江戸川台駅東口周辺地区再整備事業のうち、ジェトロ跡地の活用については、市民で構

成される検討会において、活用方針や機能の検討を進めていきます。 

 第１回目の検討会を開催しましたので、その内容について下記のとおり報告します。 

    

       ▲講演会の様子            ▲検討の様子 

・日時：令和５年８月３０日（水）１９時３０分～２１時３０分 

・場所：江戸川台東自治会館 

・委員等出席者：１７名 

委員等 所属 委員等 所属 

石田座長 早稲田大学 富田委員 高齢者団体 

坪井委員 江戸川台東自治会 髙野委員 商工団体 

熊谷委員 〃 高坂委員 〃 

長瀬委員 〃 染谷委員 障害者団体 

三好委員 〃 
吉岡委員 

(熊木委員代理) 
〃 

杉浦委員 〃 赤地委員 公募市民 

樫木委員 江戸川台西自治会 照沼委員 〃 

加藤委員 子育て団体 市原委員 〃 

志見委員 〃   

 

・市職員出席者： 

まちづくり推進部長 梶        健康福祉部長 伊原 

まちづくり推進課長 苅込       健康福祉部 次長 宮澤 

まちづくり推進課 係長 西山 

まちづくり推進課 主任主事 坂本 
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・内容 

１．本検討会の趣旨と検討事項について 

  ・本検討会の趣旨と検討事項について、市から説明を行いました。 

  ・検討会の目的や流れについて説明しました。 

  ・既に公表しているエリアビジョンについての確認を行いました。 

 

２．「人口動態から見た江戸川台東地区」について 

  ・江戸川台東地区の状況を理解するため、江戸川台東自治会の三好委員が代表して説

明を行いました。 

  ・高齢化の状況、資源ごみ収入の推移、年齢階層に関する１５年間のデータを基に、

人口動態などの実態と将来的な考察について説明がありました。 

 

３．講演会 

  講師：早稲田大学文学学術院 石田光規教授 

  テーマ：「これからの人と人とのつながりのあるべき姿」 

  ・座長である石田教授から、本検討会で必要なテーマの１つとして人とのつながりに

ついて、講演をいただきました。 

  

         ▲石田光規教授 

●講演会の要旨 

  ≪知っておきたい地域の実情≫ 

⇒人と人とがつながることが困難になっている。 

・地域づくりは住民が中心となるべきだが、地域のつながりが失われた社会ではそれ

が困難になっている。 

  ・特に郊外はつながりを生むのが難しく、移動を前提とし人との結びつきがなくても

よい社会の変化もあり、深いつながりを望まない状況になっている。 

【講演会資料】 
 市ホームページに掲載

しています。詳しくは 
8 ページをご覧くださ
い。 



令和５年９月１２日 

まちづくり推進課 

3 
 

  ≪つながりをつくるということ≫ 

⇒ゆるやかにつながる「居場所」が求められている。 

・つながりをつくるために、場の持つ力は弱くなっている。 

  ・居場所を意図的に準備することが求められる。 

  ・居場所には、手軽に足を運べる工夫や気を使わずに居られるための工夫が必要。 

  ・強いつながりではなく、ゆるやかなつながりをつくる。（例：茶飲み友達） 

  ≪地域でつながりをつくるために≫ 

  ⇒地域特性に応じたつながりづくりを 

  ・つながりの在り方は多種多様なので、地域特性に応じた方策を行う必要がある。 

  ・やりたいことを思い描きつつ、無理せず持続できるものを考える。 

  ・流山市においても地域特性は大きく異なる。江戸川台にあったものをこの市民検討

会を通じて考えていく必要がある。 

 

４．議題 

（１）江戸川台周辺の魅力や課題 

・ジェトロ跡地の検討に入る前に、江戸川台周辺の状況を理解するため、魅力や課題 

を議題に、話し合いを行いました。 

・ワークショップ形式で３グループに分かれ議論を行いました。 

  ・各グループの構成は以下のとおりです。 

Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ 

坪井委員 熊谷委員 長瀬委員 

三好委員 杉浦委員 樫木委員 

加藤委員 志見委員 富田委員 

髙野委員 高坂委員 染谷委員 

熊木委員 赤地委員 市原委員 

照沼委員   

 

  ・検討会で話し合った内容については、次ページ以降にまとめています。一部、重複

するものや記載漏れなどについて、事務局にて編集したものを掲載します。 
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Ａグループ 

  

       ▲まとめ資料        ▲発表（加藤委員）  

 

テーマ①：江戸川台の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・公園が広く多い 

・森が近くにある 

・オープンガーデン 

・緑豊か 

・災害が少ない 

・桜がきれい 

・庭に鳥がくる 

・町にゴミがない 

・災害が少ない 

・駅前のイベントが活発 

・商店街がある 

・まさごずしがおいしい 

・歴史ある銭湯 

・お酒のうまい越後屋 

・歯医者が多い ・落ち着いた街 

・おだやかな町 

・閑静な住宅 

・駅が近い 

・周遊バス便利 

・流山インターが近い 

・人がいい、やさしい 

・ゆるいつながり、挨拶 

・病院が充実、多い 

・大型物流施設 

新しい変化 

・６０年以上の歴史 

・町の歴史おまつり 

・金融機関が多い 

・小学校舎古い 

・学校、幼稚園、保育園が

まとまっている 

・少人教育 

・塾が多い 

アクセスがよい 人がいい 魅力的な商業

業 

静か 

住環境がよい 

医療充実 

新しい施設 

教育環境がいい 

歴史 

坪井委員 

三好委員 

加藤委員 

髙野委員 

熊木委員 

照沼委員 
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テーマ②：江戸川台の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・障害者の働く場がない 

・老々介護問題 

・高齢化が進んでいる 

・頑固な老人が多い 

・学校が老朽化 

・子どもが少ない 

・児童が少ない 

 

・カフェがない 

・ふらっと集まる場所がない 
・共働き世帯が多い 

 

・神社の氏子が少なく高齢化 

・神社があるのにを知らない

人が多い 

・近所つながりが薄い 

・集まる場所がない 

・若年人口が少ない 

・空き家が多い 

・道路に草木が出ている 

・庭木の手入れができてい

ない家が増えている 

・谷地が失われた 

・鳥の数が減った 

・昼間の飲食店が少ない 

・別のエリアで消費活動し

てしまう 

・買い物しに行くのに近く

に店がない 

・本屋がない 

・買い物する場所が減った 

・商店街の後継者不足 

・商店街の活気不足 

・産院がない 

・小児科がない 

つながり薄い まちの老朽化 

自然が失われた 

病院に偏りがある 

店少ない 

・歩道がない 

・道路狭いところあり 

・歩道のラインが消えてい

る 
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Ｂグループ 

  

▲まとめ資料        ▲発表（赤地委員）  

テーマ①：江戸川台の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ②：江戸川台の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広い住宅 

・住みやすい 

・落ち着いている 

・マンションがない 

・素敵な人が多い 

・高民度 

・公園が多い 

・緑が多い 

・アーケードのある商店街 

・スーパーが多い 

・個人商店が多い 

・江戸川台で通じる街 

・坂が少ない 

・道路が広い 

・文化都市 

・文教地区 

・公立 幼・保・小・中 

・仕事場が増えている 

・駅前のバスが便利 

緑 買い物 人 

良質なまち 

住みやすいまち 

・商店が閉まるのが早い 

・大型店舗がない 

・商店街シャッター 

・買い物が不便 

・少子高齢化 

・独居老人が多い 

・小児科がない 

・子供が少なく活気がない 

・人が増えない 

・若者が少ない 

・活気がない 

・公園に人がいない 
・「助けて」と言いにくい 

・挨拶はするがそれ以上は

ない 

・公園掃除参加者少ない 

・空き家が増えている 

・空き家多い 

・建物が古い 

買い物不便 少子高齢化 空き家 

・歩道がない 

・緑が多すぎる 

・急行が止まらない 

人間関係 ・図書館まで遠い 

・話したい時カフェがない 

熊谷委員 

杉浦委員 

志見委員 

高坂委員 

赤地委員 
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Ｃグループ 

  

▲まとめ資料        ▲発表（市原委員）  

テーマ①：江戸川台の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ②：江戸川台の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・通りで会うと声をかけて
くれる 

・近所の人とつながりが強
い 

・多世代の人々が住まわれ
ている 

・高齢者が多く落着きある 

・緑が多い住宅地 

・オープンガーデンがいい 

・静かな街、住宅地 

・子供が安全に過ごせる 

・学校多い 

・災害が少ない 

・ゆったりとすごせる 

・歴史がある 

・やりたいことが実践でき
る場 

住みやすさ 人のつながり 

・古い町並みの商店街 

・商店街にアーケード 

・近くにスーパーがある 

・人が集まる商店街 

・商店街がうまっていて多
くの店がある 

・色々な店がある 

・買い物が便利 

・レトロな商店街がある 

・遊ぶ場所もある 

・イベントがあると人々が
集まる 

 

便利さ 

・老朽化している物が多い 

・古いイメージがある 

・変化が少ない 

・道が狭い 

・ユニバーサル性がない 

・バリアフリーになってい
ない 

・買物に行く店がない 

・座れる場所が少ない 

・雨にぬれずに商店街全て
が利用できない 

・人口減少 

・子供が少ない 

・若い世代で移り住んでく
る人が減少 

・子供高齢者の集い遊べる
場所がない 

・若い人との関り方 

・急行が止まらない 

・コミュニティが薄い 

・人とのつながりが偏って
いる 

・地域を良くしようとする
思いが減っている 

・近所同士のつながりが弱
くなっている 

・声をかけあう機会が減っ
ている 

老朽化 少子高齢化 つながりが薄い 

・他の地域の人に魅力が伝わ
っていない 

・病院が多い 

・柏や東京に行きやすい 

 

長瀬委員 

樫木委員 

富田委員 

染谷委員 

市原委員 
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石田座長講評 

・活発な議論ができたと思う。地域のことは普段考えているようで考えていなかったりす

るので、考えていくことが重要である。 

・その上で、全てのものを実現することは難しいので優先順位をつけること、近隣の状況

を踏まえることが必要である。 

・今回出た課題について、時代にそぐわなくなったもの、老朽化と少子高齢化、といった

ものがある。 

・また、つながりがあるけど、一方で希薄化している。 

・商店街が強みである一方、空き店舗が出ているとか、欲しい店舗がないといった要望が

出てきている。 

・住みやすいまちだけど、老朽化や時代の変化により、ポツポツそうじゃないところが出

てきている。 

・良いところと課題のあるところ、それらを踏まえて、まちのビジョンをイメージしてい

って、どういったものが必要かどのようなことをしないといけないかを考えていく必要

がある。 

・残り３回で江戸川台がよりよくなるように、皆さんと一緒に考えていきたい。 

 

 

・第１回検討会のまとめについて 

 第１回検討会で出た意見については、第２回検討会において、まとめた内容について議

題とする予定です。 

 

 

・検討会資料 

 第１回の検討会資料については、市ホームページで公開しています。 

 下記のＱＲコードを読み込むか、市ホームページ上で「第１回検討会」と検索してくだ

さい。 

 

▲第１回検討会ホームページ 


